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2）鳥類のための緑地や海浜レクリエーション用地及び野外学習用地を設け
　ている。
3）漁港を設けている。
4）広域公園用地を設けている。
計画案のマイナス面
1）都市再開発用地が広すぎる。
　将来予定される黒松市街地にある日本パイプ製造や市川南の市川毛織さ
　らには北越製糸，京葉ガス等の大規模工場の移転には，高谷・原木地区
　の未利用地を計画的に利用することでその大部分を補うことができる。
2）住宅用地が広すぎる。
　外環道の立ち退き家屋のために住宅用地を確保しているが，ルート変更
　によりその8割以上を減らすことができる。
3）新産業創出拠点用地・商業用地・新文化産業用地・国際文化用地の性格
　付けが曖昧で，バブル期の見込みで作った計画を今後バブル崩壊後の企
　業誘致に見込むのは無理がある。
　現在それ等の誘致に困難を来たしている臨海副都心や幕張新都心の教訓
　を生かすべきである。
　更に，これ等二者の中問に位置して市川で同じようなものを計画しても
　整合性が取れないばかりか，巨大なムダを生む恐れがある。
4）県はここに広大な流域下水道終末処理場用地を確保しているが，これは
　既に市の都市計画決定により本行徳に「江戸川左岸流域下水道江戸川第
　一終末処理場」として確保されている。
　市がリーダーシップを持って県と調整すべきである。
5）行徳野鳥保護区との連続性が保たれていない。
　これを保たせるために，緑地帯を海岸部から内陸部へ大きく取り入れ保
　　　　　　　　　　　　　　かん　護区に近づける。またその際，餓水池と淡水池をその中に設ける。
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○バブル絶頂期にできた現計画を，バブル崩壊後の現在，冷静にそのプラス
　とマイナスを比較考量して再検討すべき時に来ている。
私達は以上の点から，現計画のプラス面を尊重し，マイナス面を可能な
限り差し引けば，埋め立て規模を現計画の50％以上削減できるものと考
える。この三番瀬保全との両立を目指す私達の「ウォーターフロント市
川二期プロジェクト」によって，県の提唱する「市川市地先において，
『国際性・文化性豊かな環境都市づくり』を図る」ことも可能となる。
終　　章
　以上五章にわたって『市川ルネッサンス計画』と題するマスタープランを
提言してきた。もとより，まちづくりは評論であってはならない。行動の積
み重ねである。だが，そこには思想に裏付けられた意志と実践を通じての知
恵が必要である。
私達はこれを契機に，英知を結集し，今こそ「人の複権」と「市川の復
活」を求めて，『市川ルネッサンス運動』を展開しようと思う。どんな
過去の経緯よりも，子孫を欺くことのない未来の創造こそが尊いことを
肝に銘じて。
　確かに，既成事実がピラミッドのように積み重なって惰性で動いている組
織やその決定を，途中で変更したり修正するのは並大抵のことではない。
　しかし，希望もある。時代認識が誤っていない以上，丹念に理を説いて，
どんなに小さくともそこに風穴を開け，それを少しずつ広げて行けば必ずや
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時代の追い風が吹いてくる。常に歴史はそのようにして新たなステージを切
り開いてきた。
　おかみ　御上はあっても「パブリック（公共）の思想」がない日本。それは真の意
味で地方自治が育っていないことに原因がある。自分のまちは自分達で治め
るという気概こそ，「パブリックの思想」である。
　外環道計画に対する市の原案も未完成で，「受け入れ」以外何ら決定され
ていない現在だからこそ，市民によるマズタープランをこうして提出する意
昧がある。それはまた，市川市内における「55年体制」の膠着状態を突き破
る，新たな可能性へ導く運動でもある。
　これまでの高度成長・バブル理論という「惰性の知恵」から，歴史と自然
との共生を目指す成熟理論へ，思い切り「発想転換の知恵」を振り向け，大
きく舵を切る時がきている。
最後　に
　今日，企業経営が供給者主導ではなく徹底した消費者主導でなければ生き
残れないのと同様に，自治体経営も補助金は削減され財政規模も縮小する中
で，国家主導ではなく市民主導でなければ早晩破綻するだろう。自治体も一
個の経営体である以上，自らが主体性を持ち果敢にビジョンや経営方針を打
ち出さなければ，地方分権はもちろんのこと，市民と一体になったまちづく
りは永遠に出来ない。
　市に対して一層の奮起を求めるものである。
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最　後　に
　今日，企業経営が供給者主導ではなく徹底した消費者主導でなければ生き
残れないのと同様に，自治体経営も補助金は削減され財政規模も縮小する中
においては，国家主導ではなく市民主導でなければ早晩破綻するだろう。自
治体も一個の経営体である以上，自らが主体性を持ち果敢にビジョンや経営
方針を打ち出さなければ，分権はもちろんのこと，市民と一体になったまち
づくりは永遠に出来ない。市に対して一層の奮起を求めるものである。
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